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＜連絡事項＞
・医師会検査センターの年末年始の業務について

12/30（金）午前中までの受付

　12/31（土）～1/3（火）まで休業

　1/4（水）から通常営業

細菌検査（培養・検便等）→12/27（火）までの受付

外注検査（薬剤血中濃度・ホルモン系等）→12/28（水）までの受付
＜患者様連絡事項＞
・高橋　義明様～1/11　14：00　モニター面会の予約が入っています。
・中川原　義雄様～市民病院　外科　夏堀Drから、精神状態についての紹介状が届いていないと連絡があります。先週FAXを送信している事を伝えていますが、書類が見当たらないとの事で再度FAXしています。
　
・小笠原　文人様～食事大盛りの希望があり、15日から食事変更となっています。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～私物を自分で隠して探せず介入。多弁さや奇異行動みられますが、介入時の易怒性は無く迷惑行為も目立ちません。右足底鶏眼の疼痛訴えがあり、明日の皮膚科にて診察してもらうよう説明しています。

























・田中　文男様～眠気強く歩行の不安定さ見られ介入しているが、徘徊は目立たず経過。バイタル異常なく、排尿も多量に見られるが、両手背・足背の浮腫持続。
＜金Dr.診察情報＞
・井上　和美様～「調子は悪い、顎が痛くて我慢できない」と訴える。ハップスター2袋処方。キーボードを使用する時間を延ばしてほしいと希望あり、担当スタッフへ相談するよう説明受けている。
・角濱　義弘様～気持ちは強く持っているが、体力が付いてこないと訴える。診察時はハキハキと受け答えしている。施設入所まで生活を維持するよう指導受けている。
・田中　文男様～施設入所に向けた動きは従弟様が行ってくれているが、ご家族との関係を尋ねると「兄との仲は悪く無いです」と話す。絶縁状態となっている経緯を質問しても答えられず。現在の状態については、「人の見ているところでは甘えている」と話しており、主治医からは甘える事で周囲に冷たくあしらわれる結果に繋がっていることを説明受けるが、返答は曖昧で主治医が説明した内容をオウム返しに発言。

来週までに自身の考えをレポートにまとめて提出するよう指示あり。（1000文字以上）
・小笠原　文人様～気分高揚持続し多弁さ見られている。活動性が増している事で空腹感の訴えあり、大盛りへの食事変更を希望。15日から変更となる。
・坂本　福子様～眠気の強い様子はあるが日課は遅れながらも取り組むことが出来ている。他者との距離はとれていると話しているが、特定患者様との距離感についてスタッフから指摘されたと報告。他者との距離感が取れない事から、恋愛対象と捉えてトラブルとなる傾向にある事を指摘受けている。ピコスルファートナトリウム1本処方。
・飯豊　信雄様～調子は変わらない。洗濯代の両替に執着見られるが、生活上困っている事は特にないと話す。処方は同内容継続。
＜小栁Dr.診察情報＞
・大久保　すい様～足の不随意運動みられ、最近食事への被毒妄想から易怒性が見られている事を報告。次回定期からオランザピン15㎎→17.5㎎へ増薬。
・会津　慮子様～伴内科からの診療情報提供書により、受診が必要であるためご家族へ受診を相談するよう指示あり。ご家族が受診を拒否する場合は、当院の内科医師の診察を検討していく旨を説明している。胸部の違和感はなく経過。
・高橋　康満様～自力歩行可能となり、日課も自力で実施し依存性は低下。体力はまだ追いつかないと訴えがあり、自立した生活を維持していくよう指示あり。処方は同内容継続。
・中野渡　鉄男様～状態は変わりないと本人が報告しているが、流涎は目立たず経過。処方は同内容継続。
・十日市　利喜様～調子に変動は無く、処方は同内容継続。
・佐野　貢　様～減薬に対して不安感を訴えているが、朝食後薬のみ服用で楽になったと話す。収集行為を確認するが、たばこの話題になり会話がかみ合わない。処方は同内容継続。
